
北

海

道

の
ダ

ム

湖
種

田

収

市
よ
り
も

一
年
早

い
、
わ
が
国
水
道

ダ
ム
の
苦
同
矢

と
言
わ
れ
て

い
る

(
土

木
学
会
誌
昭

四
十
四
年
五
月
)。

発
電
用
ダ
ム
で
は
、
大

正
七
年
に

竣

工
し
た
野
花
南
ダ

ム

(高

さ
二

一

は
じ
め
に

ダ

ム
と
は
、
辞
書
に
よ
る
と
治
水
、
農
業
、
発
電
な
ど
の
た
め
に
川
を
せ
き
止
め
る
堰
と
あ
る
。

ダ

ム
に
よ

っ
て
貯
留
さ
れ
る
流
水
を
、
発
電
部
門

で
は
貯
水
池
ま
た
は
調
整
池
と
言
う
が
、

一
般

に

は
天
然
湖
と
区
分
し
て
ダ
ム
湖

と
呼
ん
で
い
る
。

自
然
界
で
は
、
火
山
の
爆
発

に
よ
り
溶
岩
が
谷
を
埋
め
て
大
き
な
湖
を
作

っ
た
り
、
小
さ
な
物
で
は

北
米
大
陸
に
住
む
ビ
ー
バ
ー

が
、
樹
を
か
じ
り
倒

し
、
泥
を
な
す

っ
て
小
さ
な
ダ

ム
を
作

っ
て

い
る
。

人
間
も
、
ビ
ー
バ
ー

の
先

か
後
か
は
別

と
し
て
、
昔
か
ら
よ
り
良

い
生
活
の
た
め
、
知
恵
を
だ
し
て

い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
ダ
ム
を
作

っ
て
来

た
。
ま
た
、
多
く
の
人
は
子
供

の
時
分
、
雪
ど
け
や
雨
降
り
に

シ
ブ
雪
や
土
を

こ
ね
て
、
小
さ
な
ダ
ム
を
作

っ
て
遊
ん
だ
想

い
出
が
あ
る
に
違

い
な

い
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
現
在

の
ダ

ム
が
技
術

の
進
歩
に
よ
り
形
や
材
料
が
変

っ
て
大
き
く
な

っ
て
も
、
ダ

ム
と
言
う

言
葉

の
ひ
び
き
に
懐
し
さ
を
感
ず
る

の
か
も
し
れ
な

い
。

現
在

、
ダ

ム
と
言
う
と
、
河
川
法

や
電
気
事

業
法

で
は
高

さ

一
五

m
以
上
の
も

の
を
指
し
、
各

種
の

ダ
ム
統
計
も

一
五

m
以
上
と
な

っ
て

い
る
。

ち
な
み
に

一
五

m
以
下

の
も
の
は

「堰
(
せ
き

)」と
呼

ぶ
。

わ

が
国

に
現
存

し

て

い
る
最

も
古

い
ダ

ム
は

、
西
歴

一
〇
〇

年
頃

に
築

造
さ

れ
た
奈

良

県
の

蛙

股
池

と
大

阪
府

に
あ

る
狭

山

池

(高

さ

一
五

m
:
後

に
空

海

が
再
築

し

た
と
言

わ
れ

る
)

で

あ
る
。

す
っ
ぱ

道
内

で
は
、
三
笠
市
内

に
あ
る
抜
羽
ダ

ム
で
、
樺
戸
監
獄
の
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
明
治
二
十

一

年

に
竣

工
し

て
い
る
。

こ
れ
は
水
道
施
設

と
し
て
神
戸
市
水
道

の
布
引
ダ

ム
よ
り

一
〇
年
早
く
、
函
館

・
二

m
)

と
千

歳

第

三

ダ

ム

(高

さ

二
四

m
)

が
古

い
。

野

花
南

ダ

ム
は

、

ダ

ム
式

発

電

所

と

し

て
は

わ

が
国

最
古

だ

っ
た

が

、
水

量

に
対
し

て
発

電
使

用
水

量

が

少
な

い
た
め

、
昭

和

四

十
六

年

、

既
設

ダ

ム
直

下

流

に
新

し

い
ダ

ム

(高

さ

三

〇

m
)
を
作

り
、

発

電

力
も

五

、

一
〇
〇

即

か
ら

三

〇

、

○
○

∩

……
に
再

開
発

し

た
。

ダ

ム
湖
は
富
良
野
芦
別
道
立
公
園
の
中
に
あ
り
、

さ
れ

て
い
る
。ダ

ム
諸
元

レ
ク

リ

エ
ー

シ

ョ

ン
や
芦

別
市

の
水

道

に

と
活

用

ダ

ム
は
全

国

で
約

二

、

五
〇

〇

カ
所

あ

る
。

小

さ

な

溜

池

ま

で
含

め

る

と
、

お
よ

そ

二

七

万

カ
所

と

言

わ
れ

て

い
る
。

本

道

に

は
、

一
〇

〇
以

上

の
ダ

ム

が
あ

る

が
、

諸

元

の

一
部

に

つ
い
て

次
表

に
ま

と

め

た
。

(高

さ

)

ダ

ム

の
高

さ

で

は
、

三

〇
〇

m
が

ダ

ム

の

マ
ッ

ハ
の
壁

と

言

わ
れ

、

ア

メ
リ

カ

と

ソ

ビ

エ

ト

が
技

術

を

競

っ
て

い
る

が

、
わ

が
国

で

は
黒

部

ダ

ム
が

一
八

六

m
で

一
番

高

い
。

道

内

は

表

1

の

と

お
り

で
あ

る
。
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写真2野 花南ダム 写真1野 花南ダム

写真3高 見 ダム 表1道 内ダム堤高順一覧表

Noダ ム名 河川名 高 さ 国内順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

高 見

新 冠

豊 平 峡

大 雪

糠 平

大 夕 張

静 内

桂 沢

奥 新 冠

金 山

静 内 川120.Om

新 冠 川102.8

豊 平 川102.5

石 狩 川86.5

音 更 川76.0

夕 張 川67.5

静 内 川66.O

幾 春 別 川63.6

新 冠 川61.2

空 矢口 月【57.3

Q
)

りD

4

り0

7

7

表2

ダム名

道内ダム容量順一覧表

ON 河川名 有効貯水量

(ダム総覧1984)

(注)札 幌テレビ塔の高さは147m

表3道 内ダム貯水池面積順一覧表

国内川頁位Noダ ム名 河川名 たん水面積 国内順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1
⊥

雨

糠

高

金

新

竜

平

見

山

冠

岩 尾 内

十 勝

桂 沢

大 夕 張

大 雪

豊 平 峡

雨 竜 川

音 更 川

静 内 川

空 知 川

新 冠 川

天 塩 川

十 勝 川

幾春別川

夕 張 川

石 狩 川

豊 平 川

1.7億 ト.

1.6

1.5

1.3

1.2

0.96

0.88

0.81

0.80

0.55

0.37

焉

弼

20

お

器

認

妬

弱

斑

寵

認

1

9
臼

3

刃4

「D

ρ0

0

7
-

8

Q
4

1

竜

山

平

見

内

沢

張

冠

勝

雪

見

夕

雨

金

糠

高

岩

桂

大

新

十

大

雨 竜 川

空 知 川

音 更 川

静 内 川

天 塩 川

幾春別川

夕 張 川

新 冠 川

十 勝 川

石 狩 川

2,373ha

920

822

675

510

499

475

435

420

292

0

4

3

4

6

9

5

5

1⊥

民
-)

1

1

2

2

2

2

3

6

(ダ ム 総 覧1984)

(注)札 幌市 庁舎 容 積(17万2.千m')、 雨竜 は

約990倍 、豊 平峡 は 約220倍 に な る。

(注)洞 爺湖6,940ha、 大 沼530ha

(ダ ム総:覧1984)
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(
大

き

さ

)
有

効

貯

水

量

で

は
、

福
島

県

の
奥

ロ
ハ
見

ダ

ム
が
、

四

・
六
億

ト

ン
、
本

道

で

は
、

雨

竜

ダ

ム

の

一

・
七

億

ト

ン
が
大

き

い
。

道

内
順

位

は

表

2

の
と

お
り

で
あ

る
。

(
広

さ

)

た

ん
水

面

積

で

は
、

本
道

の
雨

竜

ダ

ム

が
二

、
三

七

三

㎞

で
、

木

曽

川

の
徳

山

ダ

ム

の
一
、

三

〇

〇

㎞
を

上
廻

り
最

大

で
あ

る
。

道
内

順

位

は

、
表

3

の

と

お
り

で
あ

る
。

(
種

類

)
ダ

ム
の
タ

イ

プ

別

は
、

表

4

の
と

お

り

で
あ

る
。

(
目

的

)
道

内

ダ

ム

の
目
的

別

、
竣

工
年

別

、

地

域
別

分

布

は

、
表

5

の
と

お
り

で
あ

る

。

多

目

的

に
使

用

さ

れ

る
ダ

ム

湖

ダ
ム
を
作

る
目
的
は
、
農
業
水
利
、
洪
水
調
節

に

は
じ
ま
り
、
文

明
の
発
達

と
と
も
に
上
水
道
、
発
電

と
工
業
用
水
が
加
わ

っ
た
。

最
近
は
、
こ
れ
ら

の
幾

つ
か
を
合
わ
せ
た
多
目
的

ダ

ム
を
作
る
よ
う

に
な

っ
て
来

た
。
ア
メ
リ
カ

の
テ

表4ダ ムの型式

名ムダ類種

雨竜第1、糠平 外

豊平峡、奥新冠

金 山

青 山 、恵借 別 、風連 、羽 幌 外

高 見 、新 冠 、十 勝 、大 雪 外

コ ン ク リー ト重 力 式

アー チ 式

中 空重 力 式

ア ー ス式

ロ ッ クフ ィル 式

笹流扶 壁 式(バ ッ トレ ス式)

ネ
シ
!
川
総
合
開
発

(
T

・
V

・
A
)
が
有
名

で
あ
る
。

わ
が
国

で
は
、
昭
和
三
十
二
年

に
特
定
多
目
的
ダ

ム
法

が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
ダ

ム
が
作
ら

れ
て

い
る
。
本
道
に
お
け
る
最
初

の
多
目
的
ダ

ム
で
あ
る
金
山
ダ

ム
は
、
洪
水
調
節
、
か
ん
が

い
、
上

水
道
、
発
電

の
各
部
門

が
参
加
し
て
昭
和
四
十
二
年
に
完
成
し
た
。

多
目
的
ダ
ム
は
国
が
建
設
し
、
利
用
す
る
機
関

は
そ

の
効
用

に
応
じ
て
費
用
を
負
担
し
て
、
使
用
権

を
没
竜
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
水
資
源
の
有
効
活

　上

計

似
春

励ユ高堤壷現年57和昭
表布扮別域地娠　年工竣娠　的目のムダ内道　表

π
56ト5

年

50ト4

工

40ト3

竣

30ト2

類

㎜
で
一

利
ま
昭
年師
i
的
-
,

媚
=

水治

種

電発∵ ん

い逐
7

43

20

4

3

3

2

-

⊥

0
乙

1
⊥

9
自

7
」

7

1

9
白

8

1
⊥

-
⊥

4

1

4

22

12

2

2

2

9
自

ρ0

らδ

らδ

9
臼

∩∠

-

1

つ
0

4

1

1⊥

-

2

30

16

9
乙

1

1

狩

知

川

島

山

志

振

12

7
5

0

!

∩∠

4
⊥

O

ら
乙

!

1

1
⊥

-2

…卿

4

」焦25
太ロ[入ダr 曜

〔」

り
0

1

1

20

1

0
乙

計耐
用
を
図

っ
て
い
る
。

石
狩
川
上
流

に
昭
和
五
十
三
年
完
成
し
た
大

雪
ダ

ム
の
場
合

は
、
目
的
が
洪
水
調
節
、
か
ん

が
い
、
発
電

お
よ

び
上
水
道
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

効
用
は
次

の
と
お
り

で
あ
る
。

(
洪
水
調
節
)

石
狩

川
上
流
部
の
洪
水
流
量
を
調
節
す
る
た

め
七
月

一
日
～
九
月
三
十
日
は
三
千
万
ト

ン
、

六
月
十

一
日
～
三
十
日
お
よ
び
十
月

一
日
～
三

十

一
日
は
八
二
〇
万
ト
ン
の
洪
水
流
量
を
貯
め

ら
れ
る
よ
う

に
水
位
を
下
げ
て
お
き
、
こ
れ
に

よ

っ
て
大
雪
ダ

ム
地
点
に
お
け
る
流
量
を

一
、

○
○
○
ト

ン
か
ら

一
〇
〇
ト

ン
ま

で
調
節
す
る
。

(流
水

の
正
常

な
機
能
の
維
持
)

雨
不
足
な
ど
に
よ
り
河
川
流
量

が
少
な
く
な

っ
た
時
、
旭
川
市
金
星
橋
に
お

い
て
常
に
三

・

七
八
ト

ン
の
水
量
を
確
保
す

る
よ
う
ダ

ム
か
ら

放
流
す

る
。

(
か
ん
が
い
)

河
川
沿

い
の
市
町
村

の
水
田

一
七
、
八
○
○

㎞
に
対
し
、
か
ん
が
い
用
水
を
補
給
す

る
。

こ

の
た
め
ダ

ム
湖

に
二
千
万
ト

ン
を
確
保
す

る
。

ヱ02

1

1

9

1

1

3

10

7

1

28

1

-
⊥

3

高

勝

路

室

走

萌

谷

57旦二ニロ

L
」

空

帳

吟

腰

胆

日

+

湖

根
:
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、.
原
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(上
水
道

)

旭
川
市
水
道
用
に

一
日
最
大

一
万
ト

ン
を
供
給
す
る
た
め
、
ダ
ム
湖
に
五
二
〇
万
ト

ン
を
確
保
す
る
。

(
発

竜

)

大
雪

発
電
所

(
二
万
熈
)
で
、
年
間
六
九

、
○
○
O
M
W
h
を
発
電
す

る
。

こ
れ
は

一
戸

で
月
二
〇

〇
K
W
h
使
う
と
し
て
約

二
九
、
○
○
○
戸
が

一
年
間
使
う
電
力
量
に
な

る
。

以
上

の
効
用
を
発
揮
す

る
た
め
、
ダ

ム
湖
の
日
毎

の
水
位

が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
水
量
や
洪
水
を
貯

め
る
容
量
を
確
保
し
て

い
る
。

ダ
ム
と
言
う
と
補
償
が
問
題
に
な
る
。
も
ち

ろ
ん
妥
当
な
も

の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
便
乗
的
な
も
の

も
な

い
と
は
言
え
な

い
。
話

は
少
し
古

い
が
、
昭
和
三
十
七
年

に
通
産
省

が
ま
と
め
た
資
料
に
よ
る
と

昭
和
三
十
三

～
三
十
五
年

に
で
き
た
水
力
発
電
所

一
〇
四
カ
所
、
四

一
七
万

即
の
建
設
費

は
五
、
六
七

八
億
円
で
あ

り
、

こ
の
う

ち
四
九
〇
億
円
八

・
六
%
が
補
償
費

だ
っ
た
。

こ
れ
が
、
電
気
料
金

に

バ
ネ

か
え
る
の
だ
か
ら
重
大
な
関
心
を
払
わ
ざ
る
を
得

な

い
。
し
か
し
、
発
竜
所
を
作
る
た
め
の
許
認
可
に

は
利
害
関
係
者

の
同
意
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な

い
か
、
電
力
会
社
は
、

い
か
に
補
償
費

を
低
く
お
さ
え
て
建
設
費
の
低
減
に
努
め
、
需
要
家

の
皆
様
に
長
期
的
に
料
金

の
安
定

を
図
る
か
に
努

大 雪 ダム写真4

写真5雨 竜 ダム

力

し

て

い
る
。

あ

る
多

目
的

ダ

ム
で

は
、

総

工
事

費

八

一
〇

億

円

の
う

ち
補

償

費

が

、

四
四

〇
億

円

と

五
四

%

を
占

め

て

い
る
。

こ
ん

な

こ

と
か

ら

ダ

ム
ー-

補

償

費

の
イ

メ
ー

ジ

が
出

て

く

る

の
だ

う

つ
が
、
補

償

費
、の
額

の

み

で
な

く

、
洪

水

に
よ

る

被

害
を

軽

減

し

、

流
域

に
住

む
人

々

の
生

活
安

定

へ
の
大

き

な
効

用

を
含

め

て
見

て

い
た
だ

き

た

い
。

発
電
の
た
め
の
ダ

ム
湖

水
力
発
電

は
水

の
位
置

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
水
量
を
利
用
す

る
の
で
、
流
れ
込
み
式
発
電
は
自
然
流
量

に
左
右
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
電
気

が
必
要
な
時

に
発
電
す
る
た
め
に
は
水
を
貯
め
て
お
く
ダ

ム
湖

が
必
要
と
な
る
。

現
在
、
道
内

に
は
発
電
用
ダ

ム
と
多
目
的
ダ

ム
に
発
電
の
加
わ

っ
て
い
る
も

の
を
合
わ
せ
る
と
四
〇

カ
所
あ
る
。

こ
の
う
ち
終
戦
前
か
ら
あ

り
本
道

の
代
表
的
ダ
ム
で
あ
る
雨
竜
ダ

ム
の
誕
生
は
、
次

の
と

お
り

で
あ
る
。
(
雨
竜
ダ

ム
)

大
正
か
ら
昭
和

に
な

っ
て
、
本
道

は
第
二
期
拓
殖
計
画

の
時
代
に
入
り
昭
和
六
年
、
満
州

事
変
勃
発

に
よ
る
軍
需
産
業
の
活
況

に
伴
な

い
、
需
要

か
増
大
し
た
.

こ
の
こ
ろ
雨
竜
電
力

㈱
は
雨
竜
発
電
所

の
工
事
を
進
め
て
お
り
、
わ
か
国
で
め
す
ら
し

い
地
下
式
発
電
所
と
し
て

昭
和
十
八
年
に
完
成
し
た
。

発
電
力

は
五

一
、
○
○
○
……
で
、
現
在

で
も
揚
水
式

の
新
冠
発

電
所

(
二
〇
万
……
)
お
よ
び
高
見
発
電
所

(
一
〇
万
……
、
最
終
二
〇
万

……
)
を
除
く
と
本
道

最
大
の
水
力
発
電
所

で
あ
る
。

雨
竜
湖

(
一
般

に
は
朱
鞠
内

湖
と
称
さ
れ
て
い
る
)
は
、
石
狩
川
水
系
の
太
釜
別
川
お
よ

び
宇
津
内
川
に
設
け
た
三

つ
の
ダ
ム
に
よ

っ
て
堰
き
止
め
た
人
造
湖
で
、
有
効
貯
水
量

一
・

七
億
ト

ン
は
昭
和
三

+

一
年
に
佐
久
間
ダ

ム
が
で
き
る
ま
で
は
本
邦

一
を
誇

っ
て
い
た
。

こ
の
土
地
は
、
北
海
道
大
学

の
演
習
林
で
あ

っ
た
も
の
を
雨
竜
電
力

の
親
会
社

の
王
子
製

紙
が
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
莫
大

な
製
紙
用
紙
を
獲
得

し
跡
地
を
貯
水
池
に
利
用
す
る
構

想
は
正
に

一
石
二
鳥

で
規
模

の
雄
大

さ
に
感
嘆
の
ほ
か
は
な
い
。
ま
た
、
技
術

の
面
で
も
合

理
的
な
重
力
式
ダ
ム
や
表
面
遮
水
式

ダ
ム
計
画
を
初
め
、
地
ド
式
と
し
た
発
電
所
設
計
な
ど

当
時
と
し
て
は
画
期
的

と
い
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
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一
方
、

日
高
地
方

で
は
、
昭
和
二
十
七
年
以
来
沙
流
川
、
新
冠
川
お
よ
び
静
内

川
の
三
河
川
を
総
合

的
に
開
発
す
る
日
高

一
貫
電
源
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
、
現
在
工
事
中

の
東

の
沢
ダ

ム
ま
で
入
れ
る
と

一
一
カ
所

の
ダ

ム
に
よ
り
約
二

・
八
億
ト

ン
の
水
を
貯
め
、
各
ダ

ム
湖

の
落
差

を
有
効
に
利

用
し

て
、

六
二
万

……
の
大
ピ
ー
ク
電
力
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
、
本

道
の
家
庭
用
、
産
業
用
の

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
供
給
し

て
い
る
。

水
道
の
た
め
の
ダ
ム
湖

ダ

ム
湖
が
、
我

々
の
生
活
と
切

っ
て
も
切
れ
な

い
縁
の

一
つ
に
上
水
道
か
あ
る
。
札
幌
市

の
豊
平
峡

ダ
ム
、
函
館
市

の
笹
流
ダ

ム
な
ど
多
く

の
ダ
ム
が
、
豊
富
て
美
味
し

い
飲
料
水
を
供
給
し
て

い
る
。

日
本

の
近
代
水
道

は
、
明
治
二
十
年
の
横
浜
水
道
に
始
ま
る
か
、
函
館
水
道

の
創
設
は
そ
の
二
年
後

の
明
治
二
十
二
年
と
い
う
古

い
歴
史
を
も
ち
、
し
か
も
日
本
人

の
手

に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
最
初

の
近
代

水
道

で
あ
る

こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。

函
館
は
、
も
と
も

と
水
利

の
不
便
な
土
地

で
、
日
常

の
飲
料
水
に
乏
し

い
ば
か
り

で
な
く
津
軽
海
峡

に
突
き
出
た
地
形
の
た
め
年
中
風
が
強
く
、

一
度

火
災

が
発
生
す
る
と
大
火
の
危
険
が
あ
る
。
ま
た
、

開
港
後
出
入
船
が
増
加
し
、
船
舶
用
水
の
補
給

に
支

写真6笹 流 ダム

}

障
を
き

た
し
た
の
で
明
治
六
年
、
上
水
道

の
施
t
を

開
拓
使

に
懇
請
し
た
か
、
工
募
費
が
多

額
と
の
こ
と

で
不
許
可

に
な

っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
十
二
年
開
拓
使
は
函
館
区
民
多
年

の
希
望
を
入
れ
て
、
日
本

の
土
木
工
事
に
多
大
な
影

響
を
お
よ

ぼ
し
た
ア
メ
リ
カ
人
技
師
ク

ロ
フ
ォ
ー
ド

に
函
館
水
道
工
事

の
調
査
を
命
ヒ
た
。

し
か
し
、
不

運
に
も
同
年
十
二
月
に
大
火
が
発
生
し
、
災
害
救
助

顕
議嘱
灘
盤
警

こ
と

か

ら
水

道

の
必
要

が

強

く
叫

ば

れ

、

明
治

二
卜

一
年

つ

い
に
許

可

と
な

っ
た
。

工
事

の
実
施
設
計
お
よ
び
監
督
は
、
後

に
鉄
道
院
総
裁

に
な

っ
た
平
井
晴

二
郎
が
あ
た
り
、
明
治
二

十

一
年
六
月
着

工
し
、
翌
二
↑
二
年
十
二
月

に
日
本
人
の
手
に
よ
る
最
初
の
水
道
か
完
成
し
た
。
そ

の

後
、
明
治
ニ
レ
九
年
と
大
正
八
年
に
拡
張
工
事
を
行

っ
た
か
、
大
正
十
二
年
に
は
当
時
と
し
て
は
全
く

実
例

の
な

い
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
扶
壁
式

の
笹
流
ダ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。
笹
流
ダ
ム
は
、
六

一
年

を
経
た
今
も
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
満

々
と
水
を
た
た
え
て
、
そ
の
使
命
を
果
し
て
お
り
、
第
四
次
拡
張

で
作
ら
れ
た
中
野
ダ

ム
と
と
も

に
、
春

の
桜
、
秋
の
紅
葉

と
市
民
の
憩

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

ダ

ム
湖

は

、

天
然

湖

に

較

べ
る

と

年
代

も

新

し

く

周

り

に
ど

の
よ

う

な

影

響
を

与

え

て

い
る

か
、

ま

だ
よ

く

知

ら

れ

て

い
な

い
こ

と
も

あ

る
。

生

態

系

で

は

、
湖

水

系
鳥

類

が
次
第

に
入

っ
て

来

る

こ
と
が

認

め
ら

れ

て

き

て

い
る
。

水

質

で
は

、
本

道

の
場
合

ダ

ム
湖

L
流

に
汚

染

の
発
生

源
か

少
な

く

、
気

温
も

低

い
の

て
、
本

州

に

比
較

し

て
富

栄
養

化

な

ど

の
問

題

を

惹
起

し

て

い
な

い
。

ま

た
、

広

い
水
面

か
で

き

る

の

で
、
微

気

象

に
変

化

が
あ

る

と
言

わ

れ

て

い
る

か
、

専
門

家

の
努

力

に
よ

っ
て
研

究

が
積

み
重

ね

ら

れ
、

各

種
機

関

に
お

い
て
も

調

査

が
行

わ

れ

て

お
り

、

次
第

に

資
料

か

蓄

積

さ

れ

、

影

響
度

か
解

明

さ

れ

て
ゆ

く
も

の
と

思

わ

れ

る

北

海

道

の
ダ

ム
湖

の
多

く

は

山
中

に
作

ら
れ

て

い
る

の

て
、

人
目

に

ふ
れ

に
く

く

、

ま

た
、

天
然

湖

の
よ

う

に
観

光

で
訪

れ

る

人
も

少

な

い
。

し

か
し

な

か

ら

、
北

海
道

の
人

々
か
生

活

す

る

た

め

に

、
そ

れ

ぞ
れ

の
目

的
を

も

っ
て
作

ら

れ

た
ダ

ム
湖

は
、

多

く

の

八

々
に

よ

っ
て
管

理

さ

れ
、

こ
れ

か

ら
も

静

か

で
き

れ

い
な
水

辺

と

、
豊

か

な
緑

を

保
存

し

、

道

民

の
生

活

に

役
血

っ
て
行
く

こ
と

で
あ

ろ
う

。

バ北
海
道
電
力
㈱
L
木
総
括
課
長
〕
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